
ＴＢＳテレビ「みのもんたの朝ズバッ！」2011 年 10 月 21 日の報道について 

 

平成 23 年 10 月 21 日（金）放送の TBS テレビ「みのもんたの朝ズバッ！」におきまして、

日本原子力研究開発機構（以下「原子力機構」）が内閣府の委託事業として福島県において

行います「福島第一原子力発電所事故に係る避難区域等における除染実証業務」に関し、

事実に反する内容の放送がありました。このような事実に反する事がテレビを通じて放映

されましたことは、大変遺憾に思うとともに、このような報道に対して強く抗議します。 

原子力機構は、福島第一原子力発電所事故収束と環境修復に向けた取組に引き続き全力

をあげて参る所存です。 

 

【放送内容】 

福島県で実施する除染モデル事業についている約 120 億円のうち、30 数億円を原子力機構

がピンハネ、中抜きしている。犯罪に近い臭いがしてくる。 

【事実関係】 

原子力機構は、約 119 億円の委託費予算で「福島第一原子力発電所事故に係る避難区

域等における除染実証業務」を内閣府より受託し実施しております。本事業において

は、実施に必要な経費のみを支出し、その結果について国の確認を受けたうえで、確

定した額を受け取ることになっています。そのため、事業に要した額以外のお金を他

の用途に使うことはできません。 

「犯罪に近い臭いがしてくる」との発言は、上記のとおり事実に反するとともに、視

聴者に原子力機構の業務運営にあたかも犯罪に近い行為が行われているかのような印

象を意図して与えるようにしたものと考えられ、大変遺憾に思います。 

 

【放送内容】 

仕事は丸投げでやっている。 

【事実関係】 

本事業は、今後の本格的な除染をより効果的、効率的に実施するためにどのような技

術が適しているかを実証することがその趣旨です。そのため、新しい技術の発掘も視

野に入れ、広く公募により実施者を募って行うことにしておりますが、原子力機構は

これまでに行ってきた種々の除染技術に関する知見や経験を基に提案技術を精査して

実施者を厳選するとともに、適切な指導の下に除染実証を行います。 

また、各除染実証後は、その結果を評価し、今後の本格的な広域除染に必要なデータ

や情報としてとりまとめることとしております。 

このように、民間事業者とともに本事業を行うこととしています。 

 



上記の抗議に対して、株式会社 TBS テレビから、平成 24 年 5 月 29 日付けで 

以下の文書を受領いたしました。 




